
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－343660
(P2001－343660A)

(43)公開日 平成13年12月14日(2001.12.14)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�2�F  1/1343  

   � � � �   1/1335  520

   � � � �   1/13357 

   � � � �   1/1368  

   �H�0�1�L 29/786   

   �G�0�2�F  1/1343  

   � � � �   1/1335  520

   � � � �   1/13357 

   � � � �   1/1368  

   �H�0�1�L 29/78    612 C

�2�H�0�9�1

�2�H�0�9�2

�5�F�1�1�0

審査請求 未請求 請求項の数 11ＯＬ（全 9 数） 最終頁に続く

(21)出願番号 特願2001－58039(P2001－58039)

(22)出願日 平成13年3月2日(2001.3.2)

(31)優先権主張番号 特願2000－98108(P2000－98108)

(32)優先日 平成12年3月31日(2000.3.31)

(33)優先権主張国 日本(JP)

(71)出願人 000005049

シャープ株式会社

大阪府大阪市阿倍野区長池町22番22号

(72)発明者 久保 真澄

大阪府大阪市阿倍野区長池町22番22号  シ

ャープ株式会社内

(72)発明者 明比 康直

大阪府大阪市阿倍野区長池町22番22号  シ

ャープ株式会社内

(74)代理人 100077931

弁理士 前田 弘 (外2名)

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその欠陥修正方法

(57)【要約】
【課題】  個々の画素電極が複数のサブ画素電極を有す
る液晶表示装置における短絡欠陥の修正が容易な液晶表
示装置およびそのような欠陥の修正方法を提供する。
【解決手段】  画素電極１４は、透明電極（第１サブ画
素電極）９と、反射電極（第２サブ画素電極）１２とを
有している。透明電極９と対向電極との距離は、反射電
極１２と対向電極との距離よりも大きい。反射電極１２
は、透明電極９とドレイン電極８とを電気的に接続する
経路と別に設けられた接続配線１３を介してドレイン電
極８に接続されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１基板と、第２基板と、前記第１基板
と前記第２基板との間に設けられた液晶層とを有し、前
記第１基板は、複数のスイッチング素子と、前記複数の
スイッチング素子とそれぞれが電気的に接続された複数
の画素電極とを有し、前記第２基板は、前記液晶層を介
して前記複数の画素電極に対向する対向電極とを有する
液晶表示装置であって、
前記複数の画素電極のそれぞれは、前記スイッチング素
子に電気的に接続された第１サブ画素電極と第２サブ画
素電極とを有し、前記第１サブ画素電極と前記対向電極
との距離は前記第２サブ画素電極と前記対向電極との距
離よりも大きく、
前記第２サブ画素電極は、前記第１サブ画素電極と前記
スイッチング素子とを電気的に接続する経路とは別に設
けられた接続配線を介して、前記スイッチング素子に電
気的に接続されている、液晶表示装置。
【請求項２】  前記第１サブ画素電極は透明電極であ
り、前記第２サブ画素電極は反射電極である、請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記複数のスイッチング素子上に形成さ
れた層間絶縁膜をさらに有し、前記透明電極は前記層間
絶縁膜の下に形成されており、前記反射電極は前記層間
絶縁膜の上に形成されている、請求項２に記載の液晶表
示装置。
【請求項４】  前記接続配線は、前記透明電極と同一の
導電層から形成されており、前記反射電極は、前記層間
絶縁膜に設けられたコンタクトホールにおいて、前記接
続配線と接続されている、請求項３に記載の液晶表示装
置。
【請求項５】  前記コンタクトホールは、前記第１基板
側からの光が透過しない領域に設けられている、請求項
４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】  前記接続配線は、前記コンタクトホール
に対応する第１領域よりも、配線の幅が狭い第２領域を
有する、請求項４または５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】  前記接続配線の前記第２領域は、前記第
１基板側からの光が透過する領域に設けられている、請
求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】  前記接続配線の前記第２領域上には、前
記反射電極が形成されていない、請求項６または７に記
載の液晶表示装置。
【請求項９】  前記第２基板は、前記接続配線の前記第
２領域に対向する領域に遮光層を有する、請求項８に記
載の液晶表示装置。
【請求項１０】  請求項１から９のいずれかに記載の液
晶表示装置の欠陥修正方法であって、
前記複数の画素電極のなかから、前記第２サブ画素電極
を介した短絡不良が発生している画素電極を特定する工
程と、
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前記特定された画素電極の前記第２サブ画素電極を、接
続配線を切断することによって、前記特定された画素電
極の前記第１サブ画素電極と前記スイッチング素子との
電気的な接続を維持したまま、前記スイッチング素子か
ら電気的に切断する工程と、
を包含する、液晶表示装置の欠陥修正方法。
【請求項１１】  前記複数の画素電極のうち、互いに隣
接した２つの画素電極がいずれかの第２サブ画素電極を
介して短絡しているとき、同一フレーム内で先に書き込
みが行われる画素電極の前記第２サブ画素電極を前記ス
イッチング素子から電気的に切断する、請求項１０に記
載の液晶表示装置の欠陥修正方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、液晶表示装置およびそ
の欠陥修正方法に関し、特に、個々の画素電極が複数の
サブ画素電極を備えた液晶表示装置およびその欠陥修正
方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、薄型で低消費電力であ
るという特徴を生かして、ワードプロセッサやパーソナ
ルコンピューターなどのＯＡ機器や、電子手帳等の携帯
情報機器、あるいは、カメラ一体型ＶＴＲのモニタ等に
広く用いられている。
【０００３】液晶表示装置は、ＣＲＴ（ブラウン管）や
ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）などの表示装置とは
異なり、自らは発光しないため、背後に配置された蛍光
管を備えた照明装置（「バックライト」と呼ばれる）か
らの光を用いて表示する方法（「透過型」と呼ばれ
る。）が、一般的である。バックライトは、通常、液晶
表示装置の全消費電力のうちの５０％以上を消費するた
め、戸外や常時携帯して使用することが多い機器には、
バックライトの代わりに反射板を設置し、周囲光を利用
して表示する方法（「反射型」と呼ばれる。）も用いら
れている。
【０００４】しかしながら、反射型液晶表示装置は周囲
の光が暗い場合には視認性が極端に低下するという欠点
を有し、一方の透過型液晶表示装置は、逆に、周囲光が
非常に明るい場合、例えば晴天下等で、視認性が低下す
るという欠点を有する。そこで、光反射機能を有する材
料からなる反射電極と、光透過機能を有する材料からな
る透明電極とを一枚のパネルに設けることによって、周
囲の光が暗い場合には、バックライトを用いて透明電極
を透過する光を利用して表示する透過型液晶表示装置と
して、周囲光が明るい場合には、反射電極による反射光
を利用して表示する反射型液晶表示装置として、表示が
可能な表示装置、透過反射両用型液晶表示装置（以下、
「両用型」と称する。）が得られる。
【０００５】両用型の液晶表示装置は、周囲光が明るい
場合にはバックライトを使わないので、従来の透過型液
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晶表示よりも低消費電力であり、周囲光が暗い場合には
バックライトを使って表示を行うことができるので、従
来の反射型液晶表示装置のように周囲の光が暗い場合に
十分な表示が得られないという欠点がない。さらに、透
過型表示装置として利用しているときに、周囲光が表示
面で反射する（例えば、蛍光灯の光）ことが抑制される
（反射モードの表示に利用されることもある）ので、透
過型液晶表示装置の表示品位を向上する利点もある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、両用型
液晶表示装置において、画素電極と対向電極との間、ま
たは、隣接する画素電極間が短絡し、表示欠陥が発生し
た場合に、従来の構造や従来の修正方法では、表示欠陥
を効果的に修正できないという問題があることを本願発
明者は見出した。
【０００７】まず、層間絶縁膜の下に形成された透明電
極と、層間絶縁膜の上に形成された反射電極とを有する
画素電極を備えた両用型液晶表示装置においては、導電
性異物などによる短絡は、反射電極と対向電極との間、
あるいは、隣接する反射電極間で発生することが多い。
【０００８】次に、このような短絡による表示欠陥が発
生した場合、反射電極だけを電気的に切断すれば、透明
電極に所定の電圧を印加することができるので、表示欠
陥が生じた画素の透過領域は正常な表示を行うことがで
きる。すなわち、表示欠陥の生じた画素全体を犠牲にす
ることなく、表示欠陥を修正することができる。
【０００９】しかしながら、従来の両用型液晶表示装置
の構造や従来の欠陥修正方法では、透明電極の電気的な
接続を正常に維持したまま、反射電極だけを選択的に電
気的に切断することが困難であった。
【００１０】上述の問題は、両用型液晶表示装置に限ら
れず、個々の画素電極が、対向電極との距離（電極間ギ
ャップ）が異なる２以上のサブ画素電極（「分割画素電
極」ともいう。）を有する液晶表示装置に共通した問題
であった。
【００１１】本発明は、上述の問題に鑑みてなされたも
のであり、その目的は、個々の画素電極が複数のサブ画
素電極を有する液晶表示装置における短絡欠陥の修正が
容易な液晶表示装置を提供することおよびそのような欠
陥の修正方法を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明による液晶表示装
置は、第１基板と、第２基板と、前記第１基板と前記第
２基板との間に設けられた液晶層とを有し、前記第１基
板は、複数のスイッチング素子と、前記複数のスイッチ
ング素子とそれぞれが電気的に接続された複数の画素電
極とを有し、前記第２基板は、前記液晶層を介して前記
複数の画素電極に対向する対向電極とを有する液晶表示
装置であって、前記複数の画素電極のそれぞれは、前記
スイッチング素子に電気的に接続された第１サブ画素電
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極と第２サブ画素電極とを有し、前記第１サブ画素電極
と前記対向電極との距離は前記第２サブ画素電極と前記
対向電極との距離よりも大きく、前記第２サブ画素電極
は、前記第１サブ画素電極と前記スイッチング素子とを
電気的に接続する経路とは別に設けられた接続配線を介
して、前記スイッチング素子に電気的に接続されている
構成を有し、そのことによって上記目的が達成される。
【００１３】前記第１サブ画素電極は透明電極であり、
前記第２サブ画素電極は反射電極であってよい。
【００１４】前記複数のスイッチング素子上に形成され
た層間絶縁膜をさらに有し、前記透明電極は前記層間絶
縁膜の下に形成されており、前記反射電極は前記層間絶
縁膜の上に形成されている構成であってよい。
【００１５】前記接続配線は、前記透明電極と同一の導
電層から形成されており、前記反射電極は、前記層間絶
縁膜に設けられたコンタクトホールにおいて、前記接続
配線と接続されている構成としてもよい。
【００１６】前記コンタクトホールは、前記第１基板側
からの光が透過しない領域に設けられている構成として
もよい。
【００１７】前記接続配線は、前記コンタクトホールに
対応する第１領域よりも、配線の幅が狭い第２領域を有
することが好ましい。
【００１８】前記接続配線の前記第２領域は、前記第１
基板側からの光が透過する領域に設けられている構成と
してもよい。
【００１９】前記接続配線の前記第２領域上には、前記
反射電極が形成されていない構成としてもよい。
【００２０】前記第２基板は、前記接続配線の前記第２
領域に対向する領域に遮光層を有する構成としてもよ
い。
【００２１】本発明による液晶表示装置の欠陥修正方法
は、上記のいずれかの液晶表示装置の欠陥修正方法であ
って、前記複数の画素電極のなかから、前記第２サブ画
素電極を介した短絡不良が発生している画素電極を特定
する工程と、前記特定された画素電極の前記第２サブ画
素電極を、接続配線を切断することによって、前記特定
された画素電極の前記第１サブ画素電極と前記スイッチ
ング素子との電気的な接続を維持したまま、前記スイッ
チング素子から電気的に切断する工程とを包含し、その
ことによって上記目的が達成される。
【００２２】前記複数の画素電極のうち、互いに隣接し
た２つの画素電極がいずれかの第２サブ画素電極を介し
て短絡しているとき、同一フレーム内で先に書き込みが
行われる画素電極の前記第２サブ画素電極を前記スイッ
チング素子から電気的に切断することが好ましい。
【００２３】
【発明の実施の形態】本発明による液晶表示装置は、第
１基板（例えばＴＦＴ基板）と、第２基板（例えばカラ
ーフィルタ基板）と、これらの間に設けられた液晶層と
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を有する。第１基板は、その液晶層側に、スイッチング
素子（例えばＴＦＴ）と、スイッチング素子に電気的に
接続された画素電極とを有する。スイッチング素子がＴ
ＦＴの場合、画素電極は、ＴＦＴのドレイン電極に接続
されている。画素電極は、第２基板の液晶層側に設けら
れている対向電極に、液晶層を介して対向する。
【００２４】画素電極のそれぞれは、スイッチング素子
に電気的に接続された第１サブ画素電極と第２サブ画素
電極とを有し、第１サブ画素電極と対向電極との距離は
第２サブ画素電極と対向電極との距離よりも大きい。こ
の距離の違い（液晶層の厚さの違い）は、例えば、液晶
層のリタデーション（例えば両用型ＬＣＤ）やしきい値
電圧（例えばＦＬＣＤやＴＮ－ＬＣＤ）をそれぞれの領
域で最適化するように調整される。
【００２５】第２サブ画素電極（すなわち、ギャップの
狭いほうのサブ画素電極）は、第１サブ画素電極とスイ
ッチング素子とを電気的に接続する経路とは別に設けら
れた接続配線を介してスイッチング素子に電気的に接続
されている。従って、接続配線を切断することによっ
て、液晶層に混入した導電性異物などによる短絡不良が
発生しやすい第２サブ画素電極だけを選択的にスイッチ
ング素子から電気的に切り離し、第１サブ画素電極を正
常に動作させることができる。
【００２６】第１サブ画素電極を透明電極とし、第２サ
ブ画素電極を反射電極とした両用型液晶表示装置におい
ては、反射電極は、透明電極とスイッチング素子との電
気的な接続経路と別に設けられた接続配線を介してスイ
ッチング素子に接続されているので、例えば、導電性異
物などによって反射電極が対向電極と短絡した場合、接
続配線を切断すれば、透明電極とスイッチング素子との
電気的な接続を維持したまま、反射電極をスイッチング
素子から電気的に切断することができる。
【００２７】従って、透明電極には、スイッチング素子
を介して正常に電圧が印加される。反射電極と対向電極
は短絡したままなので、反射領域は点欠陥となるが、透
過領域の点欠陥よりも視認され難いので、透明電極を正
常に動作させることによって、充分な表示品位が得られ
る。
【００２８】上述の構造および欠陥修正法は、画素電極
と対向電極とが一時的に短絡したりオープンになったり
するような、点滅点欠陥の修正にも有効である。さら
に、ノーマリブラックモードで表示を行う液晶表示装置
に適用すると、修正後の反射領域は黒点となり、さらに
視認され難くなるので、欠陥修正の効果がさらに高い。
【００２９】接続配線を透明電極と同一の導電層から形
成することによって、液晶表示装置の構造が単純にな
り、製造プロセスが複雑になることを防止できる。
【００３０】接続配線と反射電極とを電気的に接続する
ために層間絶縁膜に設けられるコンタクトホールを、例
えば、補助容量配線、走査配線または信号配線など、バ
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ックライトからの光が透過しない領域に形成すると、透
過領域として表示に利用できる面積が増えるので、透過
領域の実効開口率が向上する。
【００３１】接続配線が、コンタクトホールに対応する
第１領域よりも、配線の幅が狭い第２領域を有する構成
を採用すると、接続配線の第２領域を容易に切断するこ
とができる。また、接続配線の第２領域を、バックライ
トからの光が透過する領域に形成すると、第１基板側か
ら、第２領域を容易に確認でき、且つ、レーザ光を確実
に照射することができる。さらに、接続配線の第２領域
上に反射電極が形成されていない構成を採用すると、例
えば、レーザ光を用いる切断工程において、反射電極を
構成する金属層（例えばＡｌ層）がレーザ光照射によっ
て部分的に欠落する等の問題が生じない。欠落した金属
層の破片は、短絡の原因になることがある。
【００３２】また、欠陥修正のためにレーザ光等が照射
された領域は、液晶分子の配向不良などが発生し正常な
表示ができないことが多いため、接続配線の切断予定部
位（上記の第２領域など）に対応する対向基板に遮光層
を設けた構成を採用すると、上記の不良を視認され難く
できる。
【００３３】隣接する反射電極間が短絡している場合、
上記接続配線を切断することによって、いずれか一方の
反射電極をスイッチング素子から電気的に切断すれば、
切断されなかった方の反射電極には正常な電圧が印加さ
れ、且つ、電気的に切断された反射電極には、他方の反
射電極と同じ電圧が印加されるので、表示欠陥は視認さ
れ難くなる。さらに、電気的に短絡している、同一の信
号線に沿って互いに隣接する反射電極の内、同一フレー
ム内で先に書き込みが行われる反射電極をスイッチング
素子から電気的に切断すると、切り離された反射電極
は、同一フレーム内で後で書き込みが行われる画素に対
する信号で駆動されることになるので、電気的に切断さ
れた反射電極による表示不良がさらに視認され難くな
る。透過モードの表示品位を重要視する場合は、両方の
反射電極をスイッチング素子から電気的に切断すること
が好ましい。
【００３４】また、ある１つの反射電極を介して、隣接
画素間の短絡と対向電極との短絡が同時に発生した場合
は、両方の反射電極をスイッチング素子から電気的に切
断することが好ましい。
【００３５】以下に、図面を参照しながら、本発明によ
る実施形態の液晶表示装置およびその欠陥修正方法を説
明する。本発明は、以下の実施形態に限定されるもので
はない。
【００３６】図１は、本実施形態の両用型液晶表示装置
１００の平面図を示し、図２は、液晶表示装置１００の
断面図を示し、図１のＡ－Ａ’線に沿った断面図に対応
する。
【００３７】液晶表示装置１００は、ＴＦＴ基板２０
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7
と、カラーフィルタ基板４０と、これらの間に設けられ
た液晶層３０とを備える。
【００３８】ＴＦＴ基板２０は、透明基板１と、その上
に設けられた、スイッチング素子としてのＴＦＴ２５
と、ＴＦＴ２５を覆うように形成された層間絶縁膜１１
と、ＴＦＴ２５のドレイン電極８とそれぞれが電気的に
接続された画素電極１４とを有している。画素電極１４
は、層間絶縁膜１１の下に形成された透明電極９と、層
間絶縁膜１１の上に形成された反射電極１２とを有して
おり、それぞれが、透過モードで表示を行う透過領域
と、反射モードで表示を行う反射領域を規定する。反射
電極１２は、透明電極９とドレイン電極８との電気的な
接続経路と別に設けられた接続配線１３を介してドレイ
ン電極８に接続されている。
【００３９】カラーフィルタ基板４０は、透明基板３１
と、その上に設けられた、カラーフィルタ層（必要に応
じて、ブラックマスクを含む）３２と、液晶層３０を介
して画素電極１４に対向する対向電極３３を有する。Ｔ
ＦＴ基板２０およびカラーフィルタ基板４０のそれぞれ
の外側には、位相差板５２ａおよび５２ｂと、偏光板５
４ａおよび５４ｂとが配置されているとともに、ＴＦＴ
基板２０の最も外側（液晶層３０とは反対側）には、バ
ックライト５０が配置されている。
【００４０】液晶層３０としては、偏光モード（例えば
ＴＮモード）の表示が可能な液晶層が使用される。但
し、これに限定されるものではなく、例えば、ゲスト・
ホストモードの液晶層を使用すれば、位相差板５２ａお
よび５２ｂや偏光板５４ａおよび５４ｂを省略すること
が可能となる。
【００４１】図１を参照しながら、ＴＦＴ基板２０の構
成をさらに詳しく説明する。図１は、１つの画素領域
（表示の最小単位である画素に対応する領域）のＴＦＴ
基板２０の平面構造を示している。
【００４２】ＴＦＴ基板２０は、絶縁性透明基板（例え
ば、ガラス基板）１上に、マトリクス状に配置されたＴ
ＦＴ２５を有している。透明基板１上には、走査配線
（ゲートバスライン）２とこの走査配線２から分岐され
たゲート電極２が、例えば、Ｔａ層を用いて形成されて
いる。また、走査配線２と同じＴａ層から、補助容量配
線１５が形成されている。これらを覆うゲート絶縁層３
は、例えば、ＳｉＮｘを用いて形成されている。ＴＦＴ
２５は、半導体層（例えば、ａ－Ｓｉ層）４と、コンタ
クト層（例えば、ｎ型ａ－Ｓｉ）６、信号配線（データ
バスライン；例えば、Ｔａ層とＩＴＯ層との積層膜）７
から分岐されたソース電極７と、ドレイン電極（例え
ば、Ｔａ層（下層）とＩＴＯ層（上層）との積層膜）８
とを有している。半導体層４は、チャネル領域５と、ソ
ース領域およびドレイン領域が形成されている。このＴ
ＦＴ２５としては、公知の構造の種々のＴＦＴを用いる
ことができる。
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【００４３】ＴＦＴ２５のドレイン電極８に、透明電極
９および反射電極１２からなる画素電極１４が電気的に
接続されている。透明電極９は、ドレイン電極８の上層
であるＩＴＯ層と一体に形成されており、それによっ
て、ドレイン電極８と電気的に接続されている。さら
に、透明電極９の延長部として、この同じＩＴＯ層から
接続配線１３が形成されている。接続配線１３は、反射
電極１２と接続するための第１領域１３ａと、第1領域
１３ａよりも幅の狭い第２領域１３ｂを有している。
【００４４】なお、補助容量配線１５は、その上に形成
されたゲート絶縁膜３と、さらにその上に形成された透
明電極９ａとによって、補助容量を構成し、液晶層に印
加される電圧を保持する役割を果たす。補助容量は、省
略してもよい。
【００４５】ＴＦＴ基板２０のほぼ全面に絶縁膜（例え
ば、ＳｉＮｘ層）１０が形成されており、さらにその上
に、層間絶縁膜（例えば、ポジ型感光性樹脂層）１１が
形成されている。絶縁膜１０は省略することができる。
層間絶縁膜１１上に、反射電極（例えば、Ｍｏ層（下
層）とＡｌ層（上層）との積層膜）１２が形成されてい
る。層間絶縁膜１１の表面は、反射光に適度な配光分布
を持たせるために、複数の凸凹が不規則に形成された形
状を有している。また、反射領域と透過領域の液晶層３
０の厚さがそれぞれ最適となるように、（例えば、反射
領域の厚さが透過領域の厚さの１／２となるように）、
層間絶縁層１１の厚さは設定されている。
【００４６】反射電極１２のコンタクト部１２ａは、絶
縁膜１０および層間絶縁膜１１にそれぞれ形成されたコ
ンタクトホール１０ａおよび１１ａ内に露出された修正
用の接続配線１３の第１領域１３ａ上に形成され、電気
的に接続されている。すなわち、反射電極１２は、接続
配線１３の第１領域１３ａ、第２領域１３ｂおよび透明
電極９を、この順に介して、ドレイン電極８に電気的に
接続されている。
【００４７】このように、反射電極１２とドレイン電極
８との電気的な接続は、透明電極９とドレイン電極８と
の電気的な接続に関与しない、別途設けられた接続配線
１３を介して行われているので、接続配線１３を切断す
れば、透明電極９とドレイン電極８との電気的な接続を
維持したまま、反射電極１２を電気的にドレイン電極８
から切断できる。従って、例えば、液晶層の厚さが薄い
反射電極１２上に導電性異物が存在し、対向電極３３と
反射電極１２とが短絡した場合、接続配線１３を切断す
れば、反射電極１２だけをドレイン電極８から電気的に
切断できるので、透明電極９を正常に動作させることが
できる。
【００４８】さらに、接続配線１３は、反射電極１２と
コンタクトしている第１領域１３ａよりもドレイン電極
８側に、第１領域１３ａよりも幅の狭い第２領域１３ｂ
を有しているので、接続配線１３の切断は、その第２領
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域１３ｂを切断することによって行えばよい。接続用配
線１３の切断は、例えば、レーザ光を用いて、ＴＦＴ基
板２０の裏側（バックライト側）から実施される。
【００４９】図１に示したように、接続配線１３の第２
領域（切断される領域）１３ｂには、反射電極１２を形
成しないことが好ましい。レーザ光を第２領域１３ｂに
照射することによって切断する場合、反射電極１２を構
成する金属層の一部が欠落し、短絡の原因となることを
防止することができる。また、接続配線１３の第２領域
１３ｂをバックライトからの光が透過する領域に形成す
ると、ＴＦＴ基板２０の裏側から、第２領域１３ｂを容
易に確認でき、且つ、レーザ光を確実に照射することが
できるので好ましい。
【００５０】また、レーザ光等が照射された領域は、液
晶分子の配向不良などが発生し正常な表示ができないこ
とが多いため、図２および図３に示したように、カラー
フィルタ基板４０の、接続配線１３の第２領域１３ｂに
対応する領域に遮光層３２ａを設けることによって、上
記の不良を視認され難くできる。
【００５１】接続配線１３の配置は、上記の例に限られ
ず、種々の配置を採用することができる。
【００５２】例えば、図４に示した液晶表示装置２００
のように、補助容量配線１５上にコンタクトホール１０
ａおよび１１ａを設ける構成を採用すると、図１の液晶
表示装置１００よりも、透過領域の実効開口率を向上す
ることができる。なぜなら、コンタクトホール１０ａお
よび１１ａ上の液晶分子は、所定の配向状態をとり難い
ので、表示に利用することが難しい。そこで、もとも
と、バックライトからの光が透過しない領域（上記の補
助容量配線１５や走査配線２または信号配線７上）にコ
ンタクトホール１０ａおよび１１ａを形成すると、透過
領域として表示に利用できる面積が増えるので、透過領
域の実効開口率が向上する。
【００５３】なお、図４に示した接続配線１３を切断す
るとき、幅の狭い領域１３ｂのうち、補助容量配線１５
と重ならない部分を切断することが好ましい。そうする
ことによって、補助容量配線１５にダメージを与えるこ
とを防止することができる。また、幅の狭い領域１３ｂ
の切断予定部に対向する位置には、反射電極１２を設け
ない方が好ましい。
【００５４】上記の説明では、反射電極１２と対向電極
３３とが短絡した場合を例に説明したが、隣接する反射
電極１２間で短絡が発生した場合にも、上記の構成およ
び修正方法が適用できることは言うまでも無い。
【００５５】また、隣接する反射電極１２間が短絡して
いる場合、接続配線１３を切断することによって、いず
れか一方の反射電極１２をドレイン電極８から電気的に
切断すれば、切断されなかった方の反射電極１２には正
常な電圧が印加され、且つ、電気的に切断された反射電
極１２には、他方の反射電極１２と同じ電圧が印加され
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るので、表示欠陥は視認され難くなる。
【００５６】電気的に短絡している、同一の信号線に沿
って互いに隣接する反射電極１２の内、同一フレーム内
で先に書き込みが行われる（すなわち、先に線順次走査
される走査配線に接続されている）反射電極をドレイン
電極８から電気的に切断すると、切り離された反射電極
１２は、同一フレーム内で後で書き込みが行われる画素
に対する信号で駆動されることになり、反射電極１２か
ら切断されたＴＦＴ２５のゲート／ドレイン容量の影響
を受けないので、電気的に切断された反射電極１２での
表示不良がさらに視認され難くなる。
【００５７】このとき、１つのＴＦＴ２５で、そのＴＦ
Ｔ２５に接続されている透明電極９および反射電極１２
と、この反射電極１２と短絡している隣りの反射電極１
２を駆動することになるので、このＴＦＴ２５の負担が
大きく、正常には動作しないが、２つの反射電極を電気
的に切断してしまうよりも、視認され難くできる。
【００５８】なお、両用型液晶表示装置においては、透
過モードと反射モードの両方で表示を行うことができる
ので、いずれの表示モードによる表示の品位を重要視す
るかによって、修正方法を変更し得る。上記とは逆に、
透過モードの表示品位を重要視する場合、互いに短絡し
ている反射電極１２の両方をドレイン電極８から電気的
に切断することが好ましい。こうすると、それぞれの画
素の透過領域は正常な表示を行うことができる。このと
き、動作しない反射領域は、ノーマリホワイトモードに
おいては輝点となるが、反射モードの表示における輝点
は、透過モードの表示における輝点ほど目立たない。な
お、ノーマリブラックモードの表示においては、動作し
ない反射領域は黒点となるので、目立たない。
【００５９】また、ある１つの反射電極を介して、隣接
画素間の短絡と対向電極との短絡が同時に発生した場合
は、両方の反射電極をドレイン電極から電気的に切断す
ることが好ましい。
【００６０】図５に本発明による実施形態のさらに他の
液晶表示装置３００の平面図を示す。液晶表示装置３０
０の基本的な構成は、液晶表示装置１００や液晶表示装
置２００と同じなので、実質的に同じ機能を有する構成
要素は同じ参照符号で示すことにする。
【００６１】この液晶表示装置３００は、隣接する（図
示の例では一行上の）走査配線２に画素電極１４を重ね
ることによって補助容量を形成している（いわゆるＣｓ
 ｏｎ Ｇａｔｅ構造）。走査配線２と透明電極９とがゲ
ート絶縁膜３（例えば図２参照）を介して互いに重なっ
ている部分が補助容量として機能する。
【００６２】接続配線１３は、補助容量の近傍に形成さ
れており、透明電極９と同じ導電層（例えばＩＴＯ層）
から形成されている。接続配線１３は、反射電極１２と
接続するための第１領域１３ａと、第1領域１３ａより
も幅の狭い第２領域１３ｂを有している。反射電極１２
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は、図２に示した構造と同様に、絶縁膜１０および層間
絶縁膜１１にそれぞれ形成されたコンタクトホール１０
ａおよび１１ａ内に露出された接続配線１３に接続され
ている。接続配線１３は、反射電極１２とコンタクトし
ている第１領域１３ａよりもドレイン電極８側に、第１
領域１３ａよりも幅の狭い第２領域１３ｂを有している
ので、接続配線１３の切断は、第２領域１３ｂを切断す
ることによって容易に実行される。
【００６３】
【発明の効果】本発明によると、個々の画素電極が複数
のサブ電極を有する液晶表示装置において、対向電極と
の距離が最も小さいサブ画素電極を介した短絡不良が発
生した場合に、短絡不良が発生した画素の他のサブ画素
電極を正常に動作させるための修正が容易な液晶表示装
置およびそのような欠陥の修正方法が提供される。
【００６４】本発明による両用型液晶表示装置が有する
反射電極は、透明電極とスイッチング素子との電気的な
接続経路と別に設けられた接続配線を介してスイッチン
グ素子に接続されているので、接続配線を切断すれば、
透明電極とスイッチング素子との電気的な接続を維持し
たまま、反射電極をスイッチング素子から電気的に切断
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による実施形態の液晶表示装置１００を
模式的に示す平面図である。
【図２】本発明による実施形態の液晶表示装置１００を
模式的に示す断面図である。
【図３】本発明による実施形態の液晶表示装置１００を
模式的に示す平面図であり、カラーフィルタ基板に設け
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られた遮光層３２ａの配置を示す図である。
【図４】本発明による実施形態の他の液晶表示装置２０
０を模式的に示す平面図である。
【図５】本発明による実施形態の他の液晶表示装置３０
０を模式的に示す平面図である。
【符号の説明】
１、３１  透明基板（ガラス基板）
２  ゲート電極、走査配線
３  ゲート絶縁膜
４  半導体層
５  チャネル領域
６  コンタクト層
７  ソース電極、信号配線
８  ドレイン電極
９  透明電極（透明画素電極）
１０  絶縁膜
１０ａ、１１ａ  コンタクトホール
１１  層間絶縁膜
１２  反射電極（反射画素電極）
１３  接続配線（修正用配線）
１４  画素電極
１５  補助容量配線
２０  ＴＦＴ基板（透過反射両用基板）
２５  ＴＦＴ
３０  液晶層
３２  カラーフィルタ層
３３  対向電極（透明電極）
４０  カラーフィルタ基板

【図２】
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